
菅
沼

晃

教
授
を
送
る

菅
沼
晃
先
生
は
昨
年
四
月
に
古
稀
の
寿
を
迎
え
ら
れ
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
定
年
の
た
め
文
学
部
教
授
の
職
を

退
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
『
束
洋
学
論
叢
』
第
二
四
号
を
「
菅
沼
晃
教
授
退
任
記
念
号
」
と
し
て
先
生
に
献
じ
、
先
生
の
半

世
紀
近
く
に
わ
た
る
東
洋
大
学
で
の
御
労
苦
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
と
先
生
と
の
出
会
い
は
昭
和
五
二
年
、
私
か
東
洋
大
学
大
学
院
に
入
っ
た
と
き
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
二
九
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
。
し
か
も
、
先
生
の
出
身
と
私
の
出
身
は
隣
の
町
と
い
う
こ
と
と
、
同
じ
く
禅
宗
の
寺
院
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
特
別
な
親

し
み
を
感
じ
て
い
た
。
当
時
の
先
生
は
四
〇
代
初
め
の
若
き
文
学
部
長
と
し
て
、
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
た
。
担
当
さ
れ
て

い
た
講
座
で
は
イ
ン
ド
後
期
中
観
派
の
難
解
な
論
書
を
扱
っ
て
い
た
が
、
先
生
の
読
み
進
む
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
読
解
は
、
私
に
と
っ

て
、
ま
る
で
パ
ズ
ル
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

先
生
は
昭
和
二
八
年
に
東
洋
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
に
入
学
さ
れ
た
。
当
時
の
東
洋
大
学
は
、
西
義
雄
博
士
、
勝
又
俊
教
博
士
、
渡

辺
照
宏
博
士
、
玉
城
康
四
郎
博
士
ら
我
が
国
の
仏
教
学
の
泰
斗
が
教
鞭
を
執
ら
れ
て
お
り
、
菅
沼
先
生
は
そ
の
学
研
的
環
境
の
中
で
切

磋
琢
磨
さ
れ
、
昭
和
三
七
年
に
同
大
学
院
を
修
了
さ
れ
た
。
先
生
の
卓
越
し
た
語
学
力
と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
・
漢

訳
を
克
明
に
対
比
し
て
読
み
進
む
研
究
方
法
は
、
そ
の
時
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

先
生
は
大
学
院
修
丁
と
同
時
に
東
洋
大
学
の
教
育
職
に
迎
え
ら
れ
て
以
来
、
実
に
四
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
東
洋
大
学
で
教
鞭
を

執
ら
れ
、
幾
多
の
後
進
を
養
成
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
文
学
部
長
、
大
学
院
研
究
科
委
員
長
、
第
三
五
代
学
長
及
び
短
期
大
学
学
長
を
歴

任
さ
れ
、
同
時
に
、
大
学
の
評
議
員
、
理
事
、
校
友
会
長
と
し
て
、
ま
さ
に
東
洋
大
学
運
営
の
舵
取
り
役
を
担
わ
れ
て
き
た
。
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こ

の
よ
う
な
活

躍
を
さ
れ

な
が
ら
も
、
先

生
は
講
義

が
お
好
き

で
あ
っ
た

。
授
業

は
決
し

て
休

ま
れ

る
こ

と
は
な
か
っ
た
し
、
学
外

の
講

座
に
も
多
く
出

講
さ
れ

て
い
た
。
学
祖
円

了
博
士

に
な
ら

い
、
日

曜
講
義
を
主
催

し
て
社

会
人
教
育
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
こ
と

も

特
筆

さ
れ
る
。
こ

れ
は

常
々
「
魂

の
教
育
」
を

口
に
さ
れ

て
い
た
先
生

の
実
践
を
示
す

も
の
で
あ

る
。

先
生

の
活
動
を
支
え

た
研
究

の
基
盤
は

、
サ
ン
ス

ク
リ

ッ
ト
を
中

心
と
し
た
厳
密

な
文
献
研

究
に
あ

る
が
、
そ

の
成

果
を
通
観
す

る

と
時
代

を
追
っ
て
三

つ
に
区

分

さ
れ
る
。
ま

ず
初
期

の
研

究
は
、
大

乗
仏
教
論
書

の
研

究
や
臨

済
禅
の
論
理

的
基
盤
と

な
っ
た
如
来
蔵

系
統
の
思
想

史
的
研

究
で
、
こ

れ
は
修
士

論
文
「
宝
性

論
の
研

究
」
や
博
士
論
文
「
人

楊
伽
経

の
思

想
史
的
研

究
」
と
し
て

結
実
す

る
。

そ
の
後

は
、
イ
ン

ド
思

想
と
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト

語
研

究
に
沈

潜
さ
れ

、
イ

ン
ド
学

関
係

の
著
書

や
、
夭
折
し

か
サ
ン
ス

ク
リ

ッ
ト

学
者
V

．
S
．
ア
プ
テ
の
文
章

論
の
翻
訳

、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
文
法

書
や
講

読
書
を
矢
継

ぎ
早

に
出
版

さ
れ
、
現
在

も
な
お
継

続
さ
れ
て
お
ら

れ

る
。
ま

さ
に
、
こ

の
分
野
の
研

究
こ
そ

が
、

サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
学
者

と
し
て
の
先
生

の
名
を
不

動
の
も
の

に
し
て

い
る
。
そ
し

て
、

近
年
は
仏

教
の
社
会
的

役
割
や
生

命
観
を
追
求
し

た
研
究

に
重
点
を
移

さ
れ
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。
こ

れ
は
井
上
円
了

、
大
内

青
粉
、

境
野
黄
洋
と

い
っ
た
哲

学
館

出
身

者
を
中
心
と
す

る
明
治
近

代
仏
教

の
研

究
や
、
イ
ン

ド
学

や
仏

教
の
生
命
観
に
か
か
わ

る
多
く
の
論

文
に
見

ら
れ
る
。
こ
の

よ
う

に
、
そ

の
学
風
は

厳
密
な
イ

ン
ド
学
仏

教
学
の
文
献
研
究
を

機
軸
に
し

な
が
ら
も
、
仏
教

の
視

座
か
ら
人

間
の
生
命

の
価

値
を
追
求
す

る
研

究
に

、
多
く
の
貢

献
を
成
し

遂
げ
た
と

い
え

る
。

菅
沼
先
生

の
思

想
と
行
動

は
、
今

ま
す
ま
す
充
実

し
て

い
る
よ
う
に
み
え

る
が
、
残

念
な
こ
と

に
大

学
の
規
定
に
よ

っ
て

お
送
り
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ
こ

に
菅
沼
晃
先

生
の
学
恩

に
改

め
て

感
謝
の
意
を
表
し

、
さ
さ
や

か
な
が
ら
本
論

叢
を
捧
げ

た
い
。

最
後
に
、
先
生

の
ま
す
ま

す
の

ご
健

康
と
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
、

送
る
言
葉

に
か
え

た

い
。

平
成
十
七
年

一
月
末
日

イ
ン

ド
哲
学
科
第
一
部
主
任

渡
辺

章
悟
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